






1 2014年賃金交渉が残した課題

⑴ 平均賃上げの問題点

5年ぶりのベア要求を背景に行われた2014年の
賃金交渉は，厚生労働省調査（民間主要企業）で
平均賃上げ6,711円，2.19％という結果に終わっ
た（本書Ｐ59，1表3―1参照）。これに対し，「2％
台の賃上げ」「15年ぶりのベア実現」との評価が
あった。しかし，これは果たして「賃上げ」だっ
たのだろうか。
平均賃上げであるから，当然この中には定昇が

含まれる。定昇は今日，各種の調査等からおおむ
ね1.6％程度とみることができるから，ベアは
0.5％程度とみることができる。定昇は，仕事，能
力，年齢など労働力の質の向上による個人別賃金
の制度的上昇であり，賃金水準を引き上げるもの
ではない。賃金水準を引き上げるのはベアであ
る。しかし近年の賃金交渉では，ベアの位置づけ
が曖昧になっている。たしかに，定昇も一時的に
は平均賃金を引き上げるが，定昇は内転原資であ
り，必ずしも年間の平均賃金を引き上げるもので
はない。
ベアと定昇は，性格も果たすべき役割も異なる。

本来，ベアと定昇ははっきり区別して交渉される
べきものであり，ベアと定昇を区別した交渉を，
個別賃金交渉という。しかし，残念ながら2014年
の賃金交渉も両者の区別のない平均賃上げ交渉が
中心だった。その結果は，消費税の引き上げもあ
り，実質賃金の低下が続いている。
個別賃金交渉を行うためには，賃金体系・賃金

表を整備しておくことが前提となる。ここでは，
賃金交渉のあり方とともに，最近の賃金決定を取
り巻く環境の変化を踏まえ，これからの個別賃金
政策の方向を考えることにする。
⑵ 個別賃金，個人別賃金，平均賃金の関係

ベアと定昇を区別した交渉を行うためには，個
別賃金，個人別賃金，平均賃金の違いと性格を，
正しく理解しておく必要がある。個別賃金とは仕
事，能力，年齢などの条件（銘柄）を指定した賃
金で，実際は賃金表として示される。一人ひとり
の賃金は，各人の銘柄を見つめ，賃金表に照らし
て決まる。これを個人別賃金と呼ぶ。賃金表は1
社1枚だが，個人別賃金はその企業の従業員の数
だけ存在することになる。個人別賃金を1人あた
りに置き換えたものが，平均賃金である。つまり，
平均賃金とは1人あたりの人件費を意味する。人
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図表1 個別賃金と平均賃金
（労務構成）

（評価・育成） （配分）
人事制度個別賃金 個人別賃金 平均賃金

Ⅲ 31.6

Ⅱ 30.8

熟練度Ⅰ 30.0万円主任

[体系・水準・格差]

図表2 個別賃金表の例

Ⅴ 33.0

Ⅳ 32.2
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